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対
応

こ
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

ぬ
い
ぐ
る
み
を
置
か
ず
、
そ
の
代

わ
り
に
知
育
玩
具
と
水
を
使
う

お
絵
か
き
ボ
ー
ド
が
置
か
れ
て
い

る
の
み
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シ
ン
プ
ル
で
良
質
な

遊
具
に
す
る
こ
と
で
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分
の

部
屋
で
遊
ん
で
い
る
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（
齋
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店
長
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よ
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な
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囲
気
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り

を
心
が
け
、
子
ど
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と
そ
の
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に
印
象
に
残
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よ
う
に
工
夫
し

た
、
ま
さ
に
新
コ
ン
セ
プ
ト
の

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
め
ざ
し
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と

い
う
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同
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は
今
、
店
舗
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あ
り
方
を
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そ
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と
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い
る
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進
部
の
畑
政
浩
部
長
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「お
客
さ
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の
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点
に
合
わ
せ
て
シ
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ー
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生
か
し
方
を
研
究
し
て
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」
と
、
来
店
客
の
志
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ど
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向
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合
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か
を
模
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。
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新
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品
効
果
そ
の
も
の
で
、
今
回

の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
導
入
し
た

の
も
そ
う
し
た
新
し
い
客
層
へ
の

対
応
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を
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め
る
た
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で
も
あ

る
。親
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で
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心
地
良
く

齋
藤
店
長
は
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子
で
く
つ
ろ

ぐ
こ
と
が
で
き
る
店
で
あ
る
こ
と

と
同
時
に
、
格
好
良
い
デ
ザ
イ
ン

の
車
の
あ
る
店
と
し
て
お
子
さ
ん

に
も
印
象
に
残
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
い
う
。

岡
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と
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。
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